
第 106 回平成 19 年春季 東京大学公開講座「グローバリゼイション」 高山博 

第 1 日 200７年 4 月 7 日（土） 「グローバル化と国家・社会・経済」 「グローバル化する世界～歴史家の視点～」 

1 
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（ホームページ：http://www.l.u-tokyo.ac.jp/~tkymh/index1.html） 

 
はじめに 

 

I. グローバル化 

 1．グローバル化とグローバリズム 

 2．グローバル化の要因 

   ・ 人間活動の拡大 

   ・ 情報ネットワークの形成 

   ・ グローバル市場の成立 

 3．グローバル市場 

   ・ 均一化と差別化の同時進行 

   ・ 欧州連合における再編 

   ・ プロ・スポーツの世界 

   ・ グローバル市場における序列 

 4．市場と国家の二重構造 

 

II. 激変する世界の構造 

 1. 冷戦の終焉と国家の再編 

   ・ ベルリンの壁の崩壊 

   ・ 中世との比較 

   ・ 国家の枠組みとナショナリズム 

 2. 「冷戦システム」から「グローバル化システム」へ？ 

   ・ トーマス・フリードマン 

   ・ グローバル化＝壁の崩壊 

 3. 過渡期としての現在 

   ・ 過去における経済圏の拡大、交流圏の拡大 

   ・ 現在のグローバル化 

 

III. 日本社会の変化 

 １. 競争の激化 

   ・ 職の移動 

   ・ 業務の海外委託 

   ・ 人の移動 

 2. 複雑化する社会 

 3. メディアと教育 

 4. 国家の役割 
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